
ブ
ラ
ジ
ル
は
２
億
人
を
超
え
る
人
口
と
２
兆
ド
ル

を
上
回
る
経
済
規
模
を
誇
り
、
日
本
に
と
っ
て
魅
力

的
な
市
場
で
あ
る
。
現
在
ブ
ラ
ジ
ル
に
進
出
し
て
い

る
日
系
企
業
の
拠
点
数
は
約
７
０
０
に
上
る
が
、
約

２
０
０
万
人
と
い
う
世
界
最
大
の
日
系
人
社
会
を
通

じ
て
築
い
て
き
た
伝
統
的
な
信
頼
関
係
や
両
国
の
経

済
力
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
間
の
経
済

関
係
は
さ
ら
に
発
展
の
余
地
が
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
今
年
１
月
に
ボ
ル
ソ
ナ
ー
ロ
大

統
領
に
よ
る
新
政
権
が
発
足
し
、
経
済
界
は
そ
の
政

策
運
営
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
実
際
、
大

統
領
は
、
年
金
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

構
造
改
革
に
直
ち
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
由
貿

易
を
志
向
す
る
開
放
型
経
済
政
策
を
推
進
し
、
６
月

末
に
は
Ｅ
Ｕ
・
メ
ル
コ
ス
ー
ル（
南
米
南
部
共
同
市

場
）Ｆ
Ｔ
Ａ
が
政
治
合
意
に
達
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ジ
ル
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
今
後

の
日
伯
間
の
協
力
関
係
強
化
に
向
け
た
諸
課
題
を
議

論
す
る
た
め
、
７
月
２９
、
３０
日
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
お

い
て
第
２２
回
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
合
同
委
員
会
を
開

催
し
た
。

合
同
委
員
会
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
か
ら
ア
ン
ド
ラ

ー
デ
Ｃ
Ｎ
Ｉ（
ブ
ラ
ジ
ル
全
国
工
業
連
盟
）会
長
、
バ

ル
ト
ロ
メ
オ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
経
済
委
員
長
、

ス
カ
ー
フ
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
工
業
連
盟
会
長
は
じ
め

約
３
０
０
名
が
出
席
し
、
日
本
側
か
ら
は
約
１
３
０

名
が
出
席
し
た
。

日
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ

へ
の
期
待

日
伯
関
係
を
一
層
拡
大
・
深
化
し
て
い
く
た
め
に

は
、
よ
り
開
放
的
な
貿
易
・
投
資
環
境
を
整
備
し
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
等
が
広
く
自
由
に
行
き

来
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
合
同
委
員
会
で
は
日
メ
ル

コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す
る
議
論
を
継
続
的
に
行
っ

て
き
た
。

今
回
の
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
双
方
は
、
日
本

と
メ
ル
コ
ス
ー
ル
間
の
貿
易
・
投
資
交
流
を
は
じ
め

と
す
る
経
済
関
係
は
堅
調
に
推
移
し
て
き
た
も
の
の
、

両
地
域
の
有
す
る
経
済
力
に
鑑
み
る
と
、
さ
ら
な
る

経
済
・
産
業
協
力
を
推
進
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極

め
て
大
き
い
と
の
認
識
を
あ
ら
た
め
て
共
有
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
双
方
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
、
日
メ
ル
コ
ス

ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
期
待
が
示
さ
れ
た
。
一
例
と

し
て
、
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
自
動
車
の
輸
入
に
は

３５
％
と
い
う
高
い
関
税
が
課
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
自

動
車
部
品
で
も
１８
％
、
生
産
設
備
に
も
最
大
１８
％
の

関
税
が
課
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、

高
級
車
や
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
車
の
提
供
が
容

易
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
設
備
の
高
度
化
に
よ

り
ブ
ラ
ジ
ル
の
産
業
競
争
力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る

と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
貿
易
な
ら
び
に
投
資

第
２２
回
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
合
同
委
員
会
を

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
催

―
―

日
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
に
向
け
協
力
を
推
進

飯
島
彰
己

い
い
じ
ま

ま
さ
み

日
本
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
委
員
長
／
三
井
物
産
会
長
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規
制
や
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

整
備
は
、
日
本
か
ら
の
投
資
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
さ
ら
な
る
雇
用
創
出
や
技
術
協

力
の
拡
大
を
も
た
ら
す
こ
と
も
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
。

同
時
に
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
が
、
欧
州
や
韓
国
と
Ｆ

Ｔ
Ａ
交
渉
を
進
め
る
な
か
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
メ

ル
コ
ス
ー
ル
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
相
対
的
に
不
利
に
な

っ
て
し
ま
う
と
の
危
機
感
が
日
本
企
業
か
ら
表
明
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
危
機
感
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
企

業
側
も
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
経
団
連
と
Ｃ
Ｎ
Ｉ

は
「
日
メ
ル
コ
ス
ー
ル
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
向
け
た
共
同
声

明
」
を
採
択
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
に
提
出
し
た
。
こ

の
な
か
で
、
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
自
由
化
や
ル

ー
ル
整
備
は
、日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
、ひ
い
て
は
日
本
・

メ
ル
コ
ス
ー
ル
間
の
よ
り
互
恵
的
な
経
済
関
係
を
構

築
し
、
両
地
域
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
と
し
て
、
早
期

の
交
渉
開
始
等
に
向
け
た
政
治
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
を
求
め
た
。
ま
た
、
日
本
に
帰
国
後
、

８
月
２２
日
に
菅
官
房
長
官
を
訪
問
し
、
共
同
声
明
を

建
議
し
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
日
伯
協
力

デ
ジ
タ
ル
革
新
を
は
じ
め
、
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
経
済
、
産
業
の
高
度

化
を
図
り
、
国
連
が
掲
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
２

年
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た
国
連
持
続
可
能
な
開

発
会
議（
リ
オ
＋
２０
）
で
の
議
論
が
端
緒
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
日
伯
経
済
界
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向

け
た
議
論
を
行
う
こ
と
に
は
深
い
意
義
が
あ
る
と
考

え
、
今
回
議
題
の
１
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

日
本
側
か
ら
は
、Society

5.0

の
紹
介
と
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
環
境
分
野
、
農
業
分
野
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
他
方
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
か
ら
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
等
、
第
４
次
産
業
革
命（Industry

4.0

）

を
通
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
な
か
で
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
最
先
端
の
技
術

を
使
い
こ
な
す
人
材
の
教
育
・
育
成
や
、
個
別
企
業

だ
け
で
は
な
く
社
会
全
体
で
活
用
で
き
る
環
境
の
整

備
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
し
た
。
ま
た
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
が
協

力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

や
知
見
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
く
推

進
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
両
国
間

の
協
力
の
余
地
が
大
き
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
印
象

付
け
た
。

今
回
の
合
同
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
両
国
の

経
済
情
勢
や
構
造
改
革
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
産
品
の
国

際
競
争
力
を
強
化
す
る
う
え
で
重
要
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
に
関
す
る
議
論
を
行
い
、

両
国
間
に
は
経
済
関
係
強
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
新
た
な
法
的
枠
組
み
を
早
期
に
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
委

員
会
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
内
外
の
関
係
者

へ
の
働
き
か
け
を
さ
ら
に
強
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

次
回
の
合
同
委
員
会
は
、
来
年
後
半
に
東
京
で
開

催
す
る
予
定
で
あ
り
、
多
く
の
企
業
の
方
々
の
参
加

を
期
待
し
た
い
。
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